








































民・マイノリティと変容する世界』（宮島喬と共編，法政大学出版局，2012年），Japan and Southeast Asia（共編，






































































































































（1）　Diane Elson and Ruth Pearson（1981）“Nimble Fingers Make Cheap Workers：An Analysis of Women’s 
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表1　難民申請者の出身国（2017年）
1位 フィリピン 4,895人
2位 ベトナム 3,116人
3位 スリランカ 2,226人
4位 インドネシア 2,038人
5位 ネパール 1,450人
6位 トルコ 1,195人
7位 ミャンマー 962人
8位 カンボジア 772人
9位 インド 601人
10位 パキスタン 469人
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に，日本の派遣労働者が抱える問題が開発途上国でも見られます。社会における移住（外国人）労
働者に差別や偏見があることも共通しており，各国の労働組合やNGOはさまざまな支援や取り組
みを行っています。
私たちはどのようにアジアの労働者の問題と課題について考え，かかわっていくことができるで
しょうか。まず基本となるのは労働者の権利と保護の問題です。日本においても労働者の権利や保
護の問題が十分にできていません。ましてや外国人労働者をどういうふうに受け入れるかというこ
とはきちんと考えなければならない問題です。開発途上国においては，法制度があっても法の施行
が十分でない場合もあります。ですから，そうしたことは世界の問題であるとも言えます。政府や
労働組合の果たすべき役割として，日本に限らず，欧米の先進国もしくは開発途上国全般に，さ
まざまな課題が突き付けられていると思います。私たちはほかの国のことを「知らないよその国の
こと」ということではなく，グローバル市民社会として，私たちはそうしたことにも積極的にかか
わっていき，声をあげていく。そして連携していくことが重要です。
ご清聴ありがとうございました。（拍手）
